
天保7～13年（1836～1842年）水戸藩主・
徳川斉昭の命によりつくられた海防施設。
おでぃば山として残っていて、とても眺めが
いい。当時は異国の船が現れ、異人が水戸藩
内に上陸するのが脅威だった。元治甲子の戦
（1846年）により焼失。


